
②
女
子
社
員
の
能
力
開
発
と
活
用

一
―
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

二
―
女
子
社
員
活
用
の
諸
施
策

三
―
お
わ
り
に

　
有
能
な
男
性
管
理
職
は
、
有
能
な
女
子
社
員

も
積
極
的
に
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
ま
り

有
能
で
な
い
男
性
管
理
職
は
、
有
能
な
女
子
社

員
を
敬
し
て
遠
ざ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
女
子
社
員
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、
「
風
土
の
醸
成
」
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
管
理
職
に

あ
る
。

(
ｳ
)
女
子
社
員
活
用
の
た
め
の
諸
施
策
が
充
実
し

　
て
い
る
。

　
日
本
の
企
業
で
は
「
能
力
主
義
」
を
叫
ん
で

も
な
か
な
か
徹
底
し
な
い
と
同
様
、
「
女
子
社

員
の
積
極
的
活
用
」
を
人
事
政
策
の
大
き
な
柱

の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進
し
て
も
な
か
な
か
効
果

が
あ
が
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
女
子

社
員
活
用
の
た
め
の
諸
施
策
を
曽
め
細
か
く
実

行
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
男

女
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
う
や
く
と
れ
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
既
述
し
た
三
点
は
、
経
営
の
近
代
化
に
関
連

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

井
戸
和
男

　
労
働
力
に
占
め
る
女
子
社
員
比
率
は
、
年
々

増
加
し
昭
和
五
十
五
年
に
は
三
三
・
九
％
に
ま

で
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ま
だ
、
女
子
の
高
学

歴
化
か
男
子
以
上
に
進
ん
で
き
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
企
業
に
お
い
て
十
分
活
用
さ
れ
て

い
な
い
の
現
状
で
あ
る
。

　
西
武
百
貨
店
で
は
、
過
去
一
一
年
間
に
わ
た

り
「
女
子
社
員
の
能
力
開
発
と
活
用
」
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
課
題
は
数
多

く
山
積
し
て
い
る
が
、
当
社
の
事
例
を
中
心
に

私
見
を
交
え
な
が
ら
「
女
子
社
員
の
能
力
開
発

と
活
用
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

も
、
施
設
部
門
な
ど
一
部
を
除
き
男
女
同
一
に

取
り
扱
っ
て
い
る
。

②
―
男
女
差
よ
り
個
人
差

　
最
近
、
社
員
の
価
値
観
が
個
性
化
、
多
様
化

し
て
き
て
い
る
。
男
子
社
員
の
価
値
感
は
つ
ぎ

の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

(
ｱ
)
経
営
者
、
上
級
管
理
職
を
目
指
し
て
、
仕
事

　
中
心
で
努
力
す
る
。

(
ｲ
)
一
流
の
専
門
家
を
目
指
し
て
、
仕
事
中
心
で

　
努
力
す
る
。

(
ｳ
)
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
責
任
を
も
っ
て
遂
行
す

　
る
が
、
趣
味
に
あ
っ
た
豊
か
な
生
活
を
重
視

　
し
て
い
き
た
い
。

　
女
子
社
員
は
、
一
〇
年
前
ま
で
「
結
婚
す
る

ま
で
勤
務
す
る
」
と
い
う
タ
イ
プ
が
圧
倒
的
多

数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
傾
向

は
つ
ぎ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
大
別
で
き
る
。

(
ｱ
)
男
子
社
員
と
同
様
、
定
年
ま
で
勤
務
し
た

　
い
。

(
ｲ
)
出
産
・
育
児
の
と
き
は
一
度
退
職
す
る
が
、

　
育
児
が
終
れ
ば
再
び
勤
務
し
た
い
。

㈲
結
婚
す
る
ま
で
勤
務
し
た
い
。

今
後
の
女
子
社
員
の
傾
向
は
、
(
ｱ
)
と
(
ｲ
)
の
タ
イ

プ
が
年
々
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
西
武
百
貨
店
で
は
数
年
前
か
ら
男
女
差
に

も
と
づ
く
人
事
管
理
か
ら
個
人
差
に
も
と
づ
く

人
事
管
理
を
よ
り
徹
底
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

③
―
経
営
近
代
化
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

　
女
子
社
員
が
ど
れ
だ
け
活
用
さ
れ
て
い
る
か

は
、
経
営
の
近
代
化
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
女
子
社
員
が
女
性
ら
し
さ
を
失
う
こ
と
な
く

フ
ル
に
能
力
が
発
揮
で
き
る
た
め
に
は
、
つ
ぎ

の
諸
環
境
が
不
可
欠
で
あ
る
。

∽
残
業
や
休
日
出
勤
が
少
な
い

　
女
子
社
員
は
、
労
働
基
準
法
に
よ
っ
て
残
業

や
休
日
出
勤
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
残
業
や
休

日
出
勤
を
積
極
的
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
業
務
を

満
足
に
遂
行
で
き
な
い
状
況
で
は
、
女
子
社
員

の
活
用
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

印
有
能
な
男
性
管
理
職
が
多
い

①
―
人
事
管
理
の
理
念
－
男
女
平
等

　
当
社
の
人
事
管
理
は
、
タ
テ
マ
エ
で
な
く

　
「
学
歴
」
、
「
性
別
」
、
「
定
時
・
中
途
」
な
ど
と

は
一
切
関
係
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
初
任
給
を
は
じ
め
、
昇
給
に
つ
い
て
も
男
女

の
差
は
な
い
。
教
育
に
つ
い
て
も
、
男
女
全
く

同
一
に
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
担
当
職
務

西
武
百
貨
店
の
場
合

一
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④
－
女
子
社
員
は
最
重
要
戦
力

　
当
社
の
社
員
の
う
ち
六
〇
％
が
女
子
社
員
で

あ
る
。
し
か
も
第
一
線
の
販
売
員
の
う
ち
八
〇

％
が
女
子
社
員
で
あ
る
。

　
百
貨
店
業
は
、
メ
ー
カ
ー
と
は
違
っ
て
第
一

線
社
員
の
人
格
と
能
力
が
業
績
に
大
変
関
連
し

て
い
る
。
ま
た
、
第
一
線
社
員
の
情
報
（
顧
客

の
情
報
）
が
経
営
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
女
子
社
員
の
戦
力

は
当
社
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

て
い
る
。

女
子
社
員
活
用
の
諸
施
策

⑤
－
二
十
一
世
紀
は
女
の
時
代

　
当
社
は
、
挑
戦
と
革
新
と
い
う
経
営
の
考
え

方
の
も
と
に
常
に
時
代
の
先
ど
り
を
行
な
っ
て

き
た
。

　
労
働
力
の
見
通
し
は
、
年
々
若
年
層
が
低
下

し
中
高
年
化
す
る
な
か
で
女
性
の
労
働
力
化
が

年
々
進
む
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
女
性
の
高
学

歴
化
や
長
男
・
長
女
時
代
の
な
か
で
女
子
社
員

の
働
く
価
値
観
が
ま
す
ま
す
変
化
し
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

　
現
在
、
男
子
社
員
の
中
高
年
問
題
が
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
近
い
将
来
女
子
社
員

の
中
高
年
問
題
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
か
ら
女
子
社
員
の
活
用
を
入

社
か
ら
定
年
退
職
に
至
る
ま
で
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
を
す
る
こ
と
が
、
今

後
の
経
営
戦
力
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

　
当
社
は
、
「
女
子
社
員
の
能
力
開
発
と
積
極

的
活
用
」
に
つ
い
て
昭
和
四
十
五
年
か
ら
表
レ

ー
の
と
お
り
労
使
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
の
間
種
々
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
よ
う
や

く
女
子
社
員
が
安
心
し
て
長
期
に
わ
た
り
仕
事

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
体
制
が

確
立
し
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
当
社
の
社

風
も
経
営
ト
ベ
フ
の
女
子
社
員
に
対
す
る
極
め

て
深
い
理
解
と
労
働
組
合
の
積
極
的
な
支
援
に

よ
っ
て
確
立
し
た
と
考
え
て
い
る
。

表－１　女子社員活用諸施策

①
―
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度

　
当
社
の
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
は
、
つ
ぎ
の
趣
旨

・
目
的
か
ら
昭
和
四
十
五
年
に
発
足
し
た
。

(
ｱ
)
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
を
発
足
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
て
ベ
テ
ラ
ン
女
子
社
員
の
有
効
活
用
を
は
か

　
る
。

(
ｲ
)
販
売
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
体
系
化
し
、

　
自
己
啓
発
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
充
実
す

　
る
。

(
ｳ
)
販
売
員
の
訓
練
を
計
画
的
・
継
続
的
に
行
う

　
こ
と
に
よ
っ
て
社
員
の
全
休
レ
ベ
ル
の
底
上

　
げ
を
は
か
る
。

(
ｴ
)
教
育
重
視
風
上
確
立
の
た
め
の
Ｉ
助
と
す

　
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
発
足
時
の
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、

優
秀
な
女
子
販
売
員
の
な
か
か
ら
全
社
で
約
二

〇
名
を
抜
擢
し
、
店
長
付
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
任

命
し
た
。
そ
の
後
、
年
々
充
実
を
は
か
り
、
現

在
全
社
で
約
五
〇
名
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
活
躍
し

て
い
る
。

　
ト
レ
ー
ナ
ー
の
主
た
る
業
務
は
、
図
１
１
の

一
般
社
員
の
教
育
・
訓
練
を
行
な
う
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
ト
レ
ー
ナ
ー
制
度
が
発
足
し
て
一
一
年
間
経

過
し
た
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
経
験
者
の
多
く
が
現

在
「
係
長
」
「
。
課
長
」
お
よ
び
「
シ
Ｅ
ベ
フ
ー

マ
ス
タ
ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ト
レ
ー

ナ
ー
制
度
は
、
ト
レ
ー
ナ
ー
自
身
の
能
力
開
発

に
も
大
変
効
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
開
発
に
つ
い
て
も
ト
レ
ー

ナ
ー
が
中
心
礼
な
っ
て
行
い
、
新
人
用
テ
キ
ス

ト
だ
け
で
な
く
中
堅
社
員
用
テ
キ
ス
ト
や
係
長

実
務
テ
キ
ス
ト
が
完
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

同
時
に
、
そ
の
ビ
ジ
ア
ル
化
に
つ
い
て
も
計
画

的
体
系
的
に
完
備
す
る
よ
う
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。

②
―
女
子
大
卒
定
時
採
用
の
積
極
的
推
進

　
当
社
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
女
子
大
卒
の

定
時
採
用
を
つ
ぎ
の
趣
旨
・
目
的
で
開
始
し
た
。

(
ア
)
女
子
社
員
の
能
力
開
発
と
活
用
を
推
進
し
て

　
い
く
た
め
に
は
、
女
子
社
員
が
あ
こ
が
れ
る

　
よ
う
な
社
員
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
が
大

　
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の

　
た
め
に
は
、
素
質
を
備
え
女
子
社
員
を
採
用

　
し
、
計
画
的
に
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ

　
る
。
　
　
　
　
　
・

(
ｲ
)
女
性
の
高
学
歴
化
に
対
応
し
て
、
女
子
大
学

　
卒
を
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と
は
企
業
の
社

　
会
的
使
命
で
あ
る
。

　
当
初
の
採
用
人
数
は
、
約
二
〇
人
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
各
部
門
の
理
解
が
得
れ
ら

ず
、
採
用
し
た
う
ち
の
数
名
は
配
属
が
で
き
ず

人
事
部
で
半
年
間
預
か
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

と
い
う
大
変
苦
い
経
験
を
し
た
。
当
時
の
採
用

選
考
基
準
は
、
「
試
験
」
重
視
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
適
確
な
採
用
で
は
な
か
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図―1　トレーナーの主たる業務

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
数
年
間
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
継

続
し
て
女
子
大
学
卒
の
採
用
を
行
う
な
か
で
、

各
部
門
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

同
時
に
、
採
用
選
考
基
準
も
年
々
改
訂
し
人
物

中
心
に
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
幅

広
い
人
材
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
配
属
先
も
当
初
は
「
秘
書
」
や
「
ア
シ
ス

タ
ン
卜
・
ス
タ
ッ
フ
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
年
々
販
売
部
門
中
心
に
移
行
し
、
採
用

人
数
も
昭
和
四
十
九
年
か
ら
数
十
名
に
増
加
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
三
年
か
ら

三
ケ
タ
の
採
用
に
踏
み
き
り
、
現
在
で
は
一
部

の
職
種
を
除
き
男
子
社
員
と
全
く
同
様
の
配
属

を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
で
は
、
各
部
門
か
ら
積
極
的
に
女
子
大

学
卒
の
配
属
を
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

が
、
そ
の
要
因
は
つ
ぎ
の
諸
点
に
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

(
ｱ
)
働
く
価
値
観
の
変
化

　
採
用
面
接
の
際
、
女
子
大
卒
の
勤
続
に
対
す

る
一
般
的
答
え
方
は
、
「
結
婚
す
る
ま
で
は
勤

め
る
」
か
ら
う
子
供
が
産
れ
る
ま
で
勤
め
る
」

に
変
化
し
、
現
在
で
は
「
定
年
ま
で
勤
め
た
い
」

と
い
う
学
生
が
多
数
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
変
化
の
な
か
で
、
女
子
大
卒
の
定
着

率
も
年
々
向
上
し
て
き
て
い
る
。

剛
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
」
で
は
な
く
な
っ
た
。

組
織
の
も
つ
特
質
と
し
て
、
異
質
な
も
の
は

排
除
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
女
子
大
卒

定
時
制
採
用
当
初
は
、
現
場
に
種
々
の
混
乱
が

起
り
極
め
て
定
着
率
が
悪
か
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
年
々
女
子
大
卒
が
増
加
す
る
な
か
で
。
「
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
」
で
は
な
く
な
り
、
先
輩
と

後
輩
の
キ
ズ
ナ
も
し
っ
か
り
で
き
、
現
場
に
女

子
大
学
卒
が
ス
ム
ー
ズ
に
と
け
こ
む
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

(
ｳ
)
女
子
大
学
卒
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立

　
過
去
一
一
年
間
の
経
験
の
な
か
で
女
子
大
卒

の
採
用
、
選
考
の
方
法
や
職
場
で
有
効
に
活
用

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
確
立
し
た
と
い
え
る
。

　
女
子
大
学
卒
の
定
着
率
は
、
年
々
向
上
し
今

や
高
卒
女
子
以
上
に
定
着
率
が
高
く
な
う
て
き

て
い
る
。

　
当
社
の
女
子
大
卒
の
イ
メ
ー
ジ
も
年
々
向
上

し
、
現
在
全
国
五
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
六
年
の
女

子
大
卒
の
例
で
は
、
応
募
者
が
三
千
人
で
大
変

優
秀
な
学
生
の
応
募
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

秀
れ
た
素
材
を
今
後
計
画
的
に
育
成
し
、
一
日

も
早
く
幹
部
社
員
と
し
て
数
多
く
の
女
子
大
卒

が
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

③
―
シ
ョ
ッ
プ
ー
マ
ス
タ
ー
制
度
と

　
　
全
員
専
門
職
制
度

　
当
社
は
昭
和
五
十
年
に
シ
ョ
ッ
プ
ー
マ
ス
タ

ー
制
度
を
、
昭
和
五
十
三
年
に
全
員
専
門
職
制

度
を
導
入
し
た
。

　
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ス
タ
ー
制
度
は
、
社
員
の
精
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神
的
働
き
が
い
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
大
き
な

ね
ら
い
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
の
骨

子
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
ア
)
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ス
タ
ー
は
「
売
り
」
と
「
買

　
い
」
を
行
う
。

(
イ
)
　
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ス
タ
ー
は
、
少
人
数
の
部

　
下
を
使
い
、
自
ら
も
プ
レ
イ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ

　
ャ
ー
と
し
て
働
く
。

(
ウ
)
取
扱
い
商
品
は
、
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ス
タ
ー
の

　
個
性
を
フ
ル
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
趣
味
性

　
の
高
い
商
品
、
高
額
な
商
品
を
主
と
し
て
い

　
る
。

(
エ
)
と
違
っ
て
、
権
限
を
大
幅
に
委
譲
す
る

　
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
シ
ョ
ッ
プ
は
発
足
当
初
約
八
〇
シ
Ｅ
ベ
フ
で

あ
っ
た
が
年
々
増
加
し
、
現
在
約
二
〇
〇
シ
Ｅ

ツ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ッ
プ
ー
マ
ス
タ
ー

の
う
ち
半
数
近
く
が
女
子
社
員
で
あ
り
、
上
位

の
業
績
を
上
げ
て
い
る
の
は
女
子
社
員
で
あ

る
。
ま
た
、
一
般
女
子
社
員
の
将
来
目
指
し
た

い
職
種
と
し
て
シ
Ｅ
ベ
フ
ー
マ
ス
タ
ー
が
最
も

多
く
あ
げ
て
い
る
と
同
時
に
、
シ
ョ
ベ
フ
ー
マ

ス
タ
ー
の
モ
ラ
ー
ル
は
了
不
ジ
メ
ソ
ト
職
よ
り

も
高
い
の
で
あ
る
。
今
後
シ
Ｅ
ツ
プ
ー
マ
ス
タ

に
女
子
社
員
を
積
極
的
に
任
命
し
活
用
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
シ
Ｅ
ツ
プ
ー
マ
ス
タ
ー
制
度
導
入
の
成
功
に

ひ
き
つ
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
に
図
－
２
の
ト

ー
タ
ル
ー
コ
ソ
セ
プ
ト
に
も
と
づ
き
全
員
専
門

全員専門職制度図―2

　
職
制
度
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
当
社
の
全
員
専
門
職
制
度
の
特
徴
は
、
つ
ぎ

　
の
と
お
り
で
決
し
て
了
不
ジ
メ
ソ
ト
不
足
に
対

　
応
し
て
導
入
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　
(
ア
)
社
員
の
価
値
観
へ
の
積
極
的
対
応

　
　
当
社
の
専
門
職
制
度
は
、
制
度
に
社
員
の
価

　
値
観
を
あ
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
員
の
価
値

　
観
に
制
度
を
あ
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で

　
あ
る
。
最
近
社
員
の
う
ち
「
一
流
の
専
門
家
」

　
に
な
り
た
い
と
い
う
社
員
が
増
加
し
て
き
て
い

　
る
。
と
く
に
女
子
社
員
は
、
九
七
％
の
社
員
が

　
専
門
家
志
向
で
あ
る
。

　
(
イ
)
顧
客
の
変
化
へ
の
対
応

　
　
店
と
顧
客
の
関
係
が
、
「
あ
な
た
買
う
人
、

　
私
売
る
人
」
か
ら
「
あ
な
た
使
う
人
、
私
教
え

　
る
人
」
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
販
売
人
に
高

　
度
な
専
門
知
識
や
技
術
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

　
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
(
ウ
)
社
員
の
処
遇
は
肩
書
き
で
決
め
な
い

　
　
当
社
の
専
門
職
制
度
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職

　
よ
り
セ
ー
ル
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
、
ア
ウ
ト
セ

　
ー
ル
ス
職
、
マ
イ
ス
タ
ー
職
、
シ
ョ
ッ
プ
ー
マ

　
ス
タ
ー
職
の
方
が
高
い
処
遇
を
得
ら
れ
る
よ
う

　
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
販
売
優
先
の
考
え

　
方
に
立
っ
た
制
度
で
あ
る
。

　
(
エ
)
全
員
が
専
門
職
を
目
指
す
制
度

　
　
社
員
の
主
体
性
・
自
主
性
を
尊
重
し
参
加
型

　
人
事
制
度
を
推
進
す
る
な
か
で
、
全
員
が
専
門

　
職
を
目
指
す
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方

　
は
、
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
」
か
ら
「
専
門
職
」
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に
変
わ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
そ
の
逆
は
容

易
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
ｵ
)
専
門
職
を
中
心
と
し
た
人
事
ト
ー
タ
ル
制
度

表2　職掌別ランク別専門職認定者数

　
の
改
訂

　
専
門
職
制
度
導
入
を
機
に
、
賃
金
制
度
、
教

育
制
度
、
ロ
土
ア
ー
シ
ョ
ン
制
度
お
よ
び
評
価

制
度
を
改
訂
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
に
専

門
職
制
度
を
導
入
し
て

以
来
、
現
在
表
－
２
の

と
お
り
約
三
千
百
人
の

専
門
家
が
任
命
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
女
子

社
員
が
約
四
百
名
で
専

門
職
の
う
ち
女
子
社
員

が
占
め
る
比
率
は
、
約

一
一
％
で
あ
る
。
全
社

員
の
約
六
〇
％
が
女
子

社
員
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
専
門
職
の
占

め
る
割
合
は
ま
だ
ま
だ

低
い
と
い
え
る
。
今
後

女
子
社
員
の
計
画
的
育

成
に
よ
っ
て
年
々
専
門

職
へ
の
登
用
の
積
極
的

に
進
め
活
用
を
は
か
る

こ
と
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
ア
ウ
ト
セ

ー
ル
ス
職
へ
の
登
用
も

二
、
三
年
後
に
は
行
え

る
よ
う
、
現
在
女
性
ア

シ
ス
タ
ソ
ト
ー
セ
ー
ル

ス
を
養
成
中
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
。
シ
’
ツ
プ
ー
マ
ス
タ
ー
制

度
を
は
じ
め
と
す
る
全
員
専
門
職
制
度
の
導
入

に
よ
っ
て
女
子
社
員
の
積
極
的
な
活
用
体
制
が

で
き
あ
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

④
―
レ
デ
ィ
ス
ボ
ー
ド
と
Ａ
・
Ｃ
・
Ｐ
（
西
武
ア

　
　
ク
テ
ィ
ブ
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ー
プ
ラ
ン
）

　
女
子
社
員
の
能
力
開
発
と
女
性
の
感
性
・
情

熱
・
知
性
を
積
極
的
に
経
営
に
生
か
す
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
昭
和
五
十
四
年
に
レ
デ
ィ
ー
ス

ボ
ー
ド
を
全
社
で
一
七
チ
ー
ム
発
足
さ
せ
た
。

　
チ
ー
ム
は
、
一
名
の
若
手
男
性
と
約
十
名
の

女
子
社
員
に
よ
っ
て
構
成
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

表―3　レディスボ－ドのテーマ

表
―
３
の
と
お
り
全
店
共
通
テ
ー
マ
と
斉
チ
ー

ム
テ
ー
マ
と
一
チ
ー
ム
二
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。

　
発
足
当
初
は
各
チ
ー
ム
と
も
大
変
苦
労
し
た

が
、
半
年
後
位
か
ら
軌
道
に
の
り
、
昭
和
五
十

六
年
三
月
か
ら
役
員
会
に
答
申
さ
せ
た
の
で
あ

る
。

　
答
申
内
容
は
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え

た
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
男
性
と
違

っ
て
女
性
は
経
営
ト
ベ
フ
に
対
し
極
め
て
率
直

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ

る
。

　
レ
デ
ィ
ー
ス
ボ
ー
ド
の
予
想
外
の
成
果
に
よ
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図―３　西武アクティブ・クリエイション・プランの骨子

つ
て
第
二
回
の
レ
デ
ィ
ー
ス
ボ
ー
ド
を
発
足
さ

せ
る
と
と
も
に
、
答
申
案
に
つ
い
て
は
、
Ａ
・

Ｃ
・
Ｐ
（
西
武
ア
ク
テ
ィ
ブ
ー
ク
リ
ェ
イ
シ
Ｅ

ソ
ー
プ
ラ
ソ
）
と
し
て
全
社
的
体
質
革
新
運
動

と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る

　
Ａ
・
Ｐ
・
Ｃ
の
骨
子
は
、
図
－
３
の
と
お
り

「
人
事
シ
ス
テ
ム
の
整
備
」
、
「
第
一
線
か
ら
の

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
」
、
「
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
環
境

づ
く
り
」
の
三
つ
の
具
体
的
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
職
場
開
発
と
し
て
の
小
集
団
活
動
に
つ
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
主
た
る
テ
ー
マ
に
し
て

全
社
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た

「
音
楽
と
体
操
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
お
よ
び
「
制

服
と
バ
ッ
ヂ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
に
つ
い
て

は
、
分
科
会
を
設
け
期
限
を
含
め
て
早
急
に
煮

つ
め
実
行
に
移
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
人
事
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
高
卒

女
子
社
員
の
計
画
的
育
成
と
活
用
を
主
な
ね
ら

い
と
し
て
職
務
の
再
設
計
と
そ
れ
に
対
応
し
た

体
系
的
教
育
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

⑤
―
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
導
入

　
女
性
が
仕
事
を
続
け
て
い
く
う
え
で
大
き
な

障
害
は
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
家
事
で
あ

る
。
出
産
・
育
児
に
女
子
社
員
が
直
面
し
た
場

合
、
約
九
〇
％
の
社
員
が
退
職
し
て
い
る
。
し

か
し
子
供
に
千
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
再
び

職
業
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
が
増
加

し
て
き
て
い
る
。

　
当
社
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
折
角

育
成
し
た
女
子
社
員
を
永
久
に
失
う
こ
と
な
く

再
び
採
用
し
活
用
し
た
方
が
企
業
に
と
っ
て
大

き
な
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま

だ
、
女
子
社
員
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
ラ
イ
セ
ン
ス
の
概
要
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

あ
る
。

(
ｱ
)
認
定
対
象
者

　
　
原
則
と
し
て
、
つ
ぎ
の
条
件
を
満
た
し
て

　
い
る
女
子
社
員
か
ら
認
定
す
器
こ
と
に
し
て

　
い
る
。

　
１
退
職
時
に
お
け
る
年
齢
が
満
四
〇
歳
以
下

　
　
で
あ
る
こ
と
。

　
２
退
職
時
に
お
け
る
勤
続
年
数
が
、
高
卒
女

　
　
子
の
場
合
満
六
年
、
大
卒
女
子
の
場
合
満

　
　
四
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
３
結
婚
、
出
産
、
育
児
お
よ
び
会
社
が
や
む

　
　
を
得
な
い
と
認
め
る
事
由
に
よ
る
円
満
退

　
　
職
で
あ
る
こ
と
。

　
４
過
去
一
年
間
の
評
価
（
能
力
お
よ
び
業
績

　
　
考
課
）
が
標
準
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(
ｲ
)
再
雇
用
対
象
者
と
再
雇
用
形
態

　
　
再
雇
用
対
象
者
は
、
「
申
し
込
み
時
に
お

　
け
る
年
齢
が
満
四
〇
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
」

　
お
よ
び
「
申
し
込
み
時
ま
で
の
離
職
期
間
が

　
満
一
〇
年
以
内
で
あ
る
こ
と
」
を
満
た
し
た

　
ラ
イ
セ
ン
ス
所
持
者
と
し
て
い
る
。

　
　
ま
真
、
再
雇
用
に
あ
た
っ
て
の
雇
用
形
態
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は
、
「
フ
ル
タ
イ
ム
」
、
「
西
武
メ
イ
ト
」
、

　
　
フ
ノ
ル
バ
イ
ト
」
お
よ
び
「
委
託
契
約
」
の

　
四
種
類
と
し
て
い
る
。

　
　
雇
用
形
態
の
決
定
は
、
本
人
の
希
望
に
基

　
づ
き
会
社
が
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

(
ｳ
)
格
付
基
準

　
　
見
習
期
間
は
、
表
－
４
の
と
お
り
離
職
期

表―４　見習期間

間
に
応
じ
設
定

す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

級
お
よ
び
格
付

に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
三

級
以
上
と
す
る

が
見
習
期
間
中

　
の
評
価
に
基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
い

　
る
。
専
門
職
ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
職
に
つ
い
て

　
は
見
習
期
間
終
了
後
、
原
則
と
し
て
専
門
職

　
に
格
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
西
武
メ
イ
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
希
望

　
者
の
処
遇
は
、
学
生
ア
ル
バ
イ
卜
の
五
割
増

　
を
目
途
に
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

(
ｴ
)
配
置

　
　
職
種
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望
、
在
籍

　
時
の
経
験
お
よ
び
適
性
を
総
合
的
に
勘
案
し

　
会
社
が
決
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
で

　
き
る
だ
け
本
人
の
希
望
を
重
視
す
る
こ
と
に

　
し
て
い
る
。

　
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
発
足
後
、
二
年
間
近
く
経

過
し
た
が
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
退
職
し

た
女
子
社
員
は
約
百
五
十
名
で
あ
る
。
ラ
イ
セ

ン
ス
取
得
者
の
退
職
理
由
は
、
「
結
婚
」
、
「
出

窓
」
、
「
育
児
」
が
ほ
と
ん
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
三

分
の
一
ず
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
者
は
、
女
子
退
職
者
の
う

ち
一
〇
％
で
あ
る
。
ま
だ
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
者

が
職
場
に
復
帰
し
て
い
な
い
が
、
予
想
と
し
て

は
取
得
者
の
う
ち
約
二
〇
％
の
社
且
が
復
帰
し

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
当
社
の
女
子
社
員
の
育
成
、
活
用
策
が
そ
の

後
各
社
で
導
入
さ
れ
て
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
れ
な
り
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い
る
の
で

ぱ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。

　
女
子
社
員
問
題
は
、
種
々
施
策
を
着
実
に
し

つ
っ
こ
く
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。

　
当
社
は
、
単
に
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

女
子
社
員
の
モ
ヲ
ー
ル
ア
ベ
フ
を
主
た
る
ね
ら

い
と
す
る
の
で
は
な
く
、
真
に
女
子
社
員
の
備

え
た
能
力
に
期
待
す
る
と
い
う
観
点
に
た
っ

て
、
今
後
新
た
な
施
策
を
加
え
な
が
ら
継
続
的

か
つ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ

る
。

〈
㈱
西
武
百
貨
店
　
人
事
部
長
〉
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